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平成20年度 全学教育科目授業「大学生のための情報検索術」実施報告

－５年目の評価とこれから

総務課情報企画係

はじめに

附属図書館では平成16年度から，教員との協

力のもとに全学教育科目「大学生のための情報

検索術」の企画・運営を担当してきました。こ

の５年間に，受講アンケートに記載された学生

の意見や，学生が提出する最終レポートの結果

に基づいて，授業の構成や内容を少しずつ改善

しています。

附属図書館は，さまざまなデータベースや

ツールの利用講習会をはじめ，情報探索マニュ

アル『東北大学生のための情報探索の基礎知識』

シリーズの刊行など，情報教育支援サービスを

図書館の中核的なサービスの１つとして位置づ

け，積極的に取り組んでいます。なかでも「大
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学生のための情報検索術」では，教員と協力す

ることによって，情報検索の基礎から実際のレ

ポート執筆までを，一貫した見通しのもとでプ

ログラムを提供することが可能となりました。

本稿では平成20年度における「大学生のため

の情報検索術」の実施内容について報告し，こ

の５年間の取り組みについて概括します。そし

て，今後の本授業が目指すべき目標や解決すべ

き課題などを明らかにしたいと思います。

１．授業の目的と内容

（１）授業の編成意図

全学教育科目「大学生のための情報検索術」

は，はじめてレポートに取り組む学生を主な対

象とし，開講以来，一貫して，学生が，「各種

データベース等を利用した学術情報探索方法

と，収集した資料や情報の活用方法を体系的に

理解する」（「平成20年度 全学教育科目履修の

手引（シラバス）」）ことを目的に掲げてきまし

た。

本授業が「学術情報探索方法」および「資料

や情報の活用方法」の両輪から編成される背景

については，すでに，米澤誠が「レポート作成

を起点とした情報リテラシー教育の試み」（『医

学図書館』第52巻第２号，2007年６月）で，「学

生が目標とする到達点（よいレポート）を先に

示し，次にその目標の実現方法として，適切な

情報評価と適切な情報探索を教授すること」に

よってはじめて，「情報リテラシー教育は，学

習というコンテクストの中」に正当に位置付け

られると説明しています。言い換えれば，情報

リテラシー教育では，「到達点（よいレポート）」

とその「実現方法」の両輪を合わせて提示する

ことが学生に対しもっとも効果的であると考え

られます。

（２）授業の目的

上記の説明を「大学生のための情報検索術」

の授業を例として敷衍してみたいと思います。

すなわち，学術的なレポートを書くためには先

行研究の行き届いた調査が必要であり，そのた

めにはデータベースや各種参考資料を適切に利

用して，資料や情報を探索することが重要であ

る。しかし，データベースを活用した情報探索

方法に習熟しても，学術的なレポートを執筆で

きるとは限らない。というのは，学術的なレポー

トを執筆するためには，収集した資料や情報を

各学問分野の方式に則り的確にまとめる方法や

ルールを理解することも必要となるからであ

る。

このように「学術情報の適切な探索方法」と

「収集した資料や情報の的確な活用方法」は，

学術的なレポートを執筆するためには不可分な

両輪であり，「大学生のための情報検索術」の

授業では，この２つの能力が効果的に身に付け

られるよう改善を重ねてきました。

本授業の「学術情報の適切な探索方法」では，

各種データベースなどを用いた実習を行い，「収

集した資料や情報の的確な活用方法」では，学

術的なレポートを執筆するための方法や考え方

を学ぶための講義，さらには自然科学および人

文社会科学の研究者によるデータベースなどを

活用した研究活動の具体的な事例紹介の講義を

提供しています。

そして学生は，本授業で学んだ「学術情報探

索方法」および「資料や情報の的確な活用方法」

を実践するため，各自の関心や興味に基づき，

独自に設定したテーマについてレポートを執筆

することになります。テーマを独自に設定する

ことは，明確な問題意識を持ち，レポートに主

体的に取り組むことが要請されるため，特に初

年次の学生にとっては負担の大きな課題といえ

ます。しかし，一方では，この課題は授業の理

解を実践的に試みることのできる適切な形式で

あるとも言えるでしょう。

（３）平成20年度 授業内容

平成20年度の授業概要を図１に授業プログラ

ムを表１に示します。
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図１ 平成20年度「大学生のための情報探索術」授業概要

表１ 平成20年度「大学生のための情報探索術」授業内容

タイトル 担当 内容・目標 実習で使用するＤＢ

１

■学術情報探索方法（１）
大学図書館の機能と役割について

－大学図書館では何ができるの？

泉山
図書館

講義
・大学図書館の機能と役割，東北大学附属
図書館の歴史と特色などについて理解す
る

・図書館職員から本授業の目的，スケジ
ュール等について説明する

２

■資料・情報の活用方法（１）
レポート作成法①

－レポート・論文の特徴を理解しよう

酒井 講義
・レポート・論文の特徴について理解する
・レポート・論文のテーマの決め方，構想
の練り方，タイトルの付け方などを知る

３
■資料・情報の活用方法（２）
レポート作成法②

－考察・議論の展開の仕方を理解しよう

酒井 講義
・レポート・論文における考察・議論の展
開の仕方などについて理解する

４
■資料・情報の活用方法（３）
レポート作成法③

－文章技術を理解しよう

酒井 講義
・レポート・論文を書くために必要な文章
技術について理解する

５ 休講

６

■学術情報探索方法（２）
百科事典とサーチエンジン

－その情報は大丈夫？

大町
図書館

講義
・インターネット上の情報の特徴や，それ
らの情報を利用する上での注意点などに
ついて理解する
実習

・オンライン百科事典や主なサーチエンジ
ンの使い方などについて知る

・Japan
Knowledge
・サーチエンジン

７

■学術情報探索方法（３）
電子ジャーナル

－パソコンからでも論文を見られるの？

岩谷
図書館

講義
・電子ジャーナルの概要と特徴，利用する
上での注意点などを知る
実習

・東北大学で利用できる電子ジャーナルの
使い方について知る。また，論文などの
入手先として発展しつつある機関リポジ
トリの概要について知る

・CiNii
・電子ジャーナル集
・JuNii＋
・東北大学機関リポ
ジトリ TOUR
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タイトル 担当 内容・目標 実習で使用するＤＢ

８

■学術情報探索方法（４）
図書の調べ方①

－東北大学の蔵書を調べよう

泉山
図書館

講義
・図書および雑誌の特徴について理解する
・大学図書館にある資料の特徴について理
解する

・文献情報の読み方や文献の整理の仕方な
どについて知る

・オンライン目録の基礎について理解する
実習

・東北大学が所蔵する図書の調べ方を学ぶ

・蔵書検索

９

■学術情報探索方法（５）
図書の調べ方②

－東北大学にない本はどうやって調べる
の？

泉山
図書館

講義
・著作権の概要について理解する
・オンライン目録の仕組みについてより発
展的な事柄を理解する
実習

・東北大学に所蔵がない場合の図書の調べ
方を学ぶ

・蔵書検索
・NDL-OPAC
・WEBCAT-PLUS
（一致検索）

10

■学術情報探索方法（６）
雑誌論文の探し方①

－雑誌から論文を入手しよう

泉山
図書館

講義
・雑誌の特徴について知り，雑誌論文の探
し方・入手の仕方についての基礎を理解
する
実習

・日本語論文について，特に冊子体から入
手する方法について知る

・蔵書検索
・NDL-OPAC

11

■学術情報探索方法（７）
雑誌論文の探し方②

－日本語論文の探し方に習熟しよう

泉山
図書館

講義
・雑誌の特徴について知り，雑誌論文の探
し方・入手の仕方について理解する
実習

・日本語論文について，特にインターネッ
ト上から入手する方法について知る

・NDL-OPAC
・JDreamⅡ
・医中誌
・朝日新聞データ
ベース 聞蔵Ⅱ

・KD（河北新報
データベース）

12

■資料・情報の活用方法（４）
研究活動の実際と情報検索①

－自然科学分野

廣谷 講義
・自然科学系の研究活動の実際と情報検索
の事例について知り，将来的に必要とな
る技能について学ぶ

13

■資料・情報の活用方法（５）
研究活動の実際と情報検索②

－人文社会科学分野

佐倉 講義
・人文社会科学系の研究活動の実際と情報
検索の事例について知り，将来的に必要
となる技能について学ぶ

14 休講

15

■学術情報探索法（８）
まとめ

－これから大学図書館をもっと活用するた
めに

倉本
図書館

講義
・本授業全体のまとめ－学術情報の最新動
向について知り，さらに効果的に大学図
書館を活用するための方法を学ぶ
実習

・確認テスト
・授業アンケート

・レポート・論文を
執筆する上で役立
つWebサイトの
紹介 など

（４）授業の構成

授業第１回において，教育情報学研究部・泉

山靖人助教により，大学図書館および本学図書

館の概要について講義を行ったのち，授業の第

２回から第４回までの３回にわたり，生命科学

研究科・酒井聡樹准教授による，「レポート作

成法」の講義を行いました。

授業の第６回から第11回は，90分の授業の前

半を，工学研究科・大町真一郎准教授，電気通

信研究所・岩谷幸雄准教授，および泉山靖人助
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教の各教員による，図書館学または情報科学に

関連する講義を行い，授業の後半は教員による

講義内容と関連するデータベースなどを取り上

げ，実習を行いました。取り上げたデータベー

スは受講生の学年層を考慮し，日本語のデータ

ベースを中心に実施しました（表１参照）。

実習を通じ代表的なデータベースの使い方を

学んだ上で，授業の第12回および第13回では，

自然科学分野の一例として薬学研究科・廣谷功

准教授から，また人文社会科学分野の一例とし

て文学研究科・佐倉由泰准教授から，それぞれ

研究活動や論文を執筆する際におけるデータ

ベースの活用方法について具体的な研究事例の

紹介を行いました。

授業の最終回となる第15回では，附属図書館

副館長の理学研究科・倉本義夫教授により，本

授業全体のまとめと今後，附属図書館をより一

層活用するための方法などについて講義を行う

とともに，合わせて授業の理解度を測る指標と

するため，データベースの使用法やレポートの

執筆法に関する基礎的な事項を問う簡単な確認

テストを行いました。

（５）提出課題

なお，今年度は提出課題として，従来の「参

考文献リスト」の作成，「レポートのアウトラ

イン」のまとめという課題に追加して，図書ま

たは論文を読み，その要約・感想・意見をまと

めるという課題を加えています。これは，毎年

度，関連文献を読まずにレポートを仕上げる学

生が見受けられたためです。これらの３つの課

題の提出を通じ，学生は必ず１つの図書または

論文を読み，参考文献リストを作成し，レポー

トの概略を考え，最終レポートを執筆するとい

う手順を踏むことになりました。

２．受講生の推移とレポートのテーマについて

（１）受講生の推移

本授業は，全学部の学生が，学年に関わらず

受講することができます。そのため，年度によ

って受講者数の違いはありますが，文系・理系

を問わず幅広い分野の学生が授業に参加してい

ます。

（２）レポートのテーマ

学生は，学部や専攻を問わず，新聞やテレビ

などで報道される社会問題や時事的な話題を

テーマとして多く選択しているようです。例え

ば，裁判員制度，終末医療や脳死問題などの生

命倫理に関する問題，あるいはニートやフリー

ター，貧困や格差といった社会問題，不登校や

いじめなどの教育問題，さらには食品の安全性

に関わる問題や環境問題といったテーマが例

年，多く論じられています。

図２ 受講生の推移（登録者数による）
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おわりに－今後の検討課題

（１）レポートの形式

学生が提出する最終レポートには，文体がレ

ポートとしてふさわしくないもの，章や節など

の構成がないもの，注や引用の仕方が不適切な

もの，参考文献リストがないものなど，レポー

トとしての形式が整っていない例が散見されま

す。そのため，レポートの基本的な形式や書式を

説明する時間を増やす必要があると思われます。

（２）授業評価の必要性

本授業で実施したアンケート調査では，学生

の授業評価は概ね好評であると言って良いよう

です。ただし，この授業で学んだ成果が以後の

学生の学習・研究活動にどのように具体的に役

立っているのかは必ずしも明確ではなく，その

影響の度合を調べることも容易ではありませ

ん。しかし，本授業の実施からすでに５年が経

過した現在では，附属図書館が授業に関わる段

階からその教育活動が学生にもたらす成果につ

いて明らかにすることが求められる段階へと差

しかかっていると考えられます。

（３）受講者数の拡大

本授業の受講者数は例年，100名前後で推移

していますが，この人数は１学年全体の僅か数

十分の一に過ぎません。「学術情報探索方法」

および「資料や情報の活用方法」が，大学にお

ける学習・研究活動にとって必須の基礎的な能

力であるとすれば，多くの学生に対してその習

得の機会を提供することができるよう，教員と

協力して方途を探していくことが重要であると

思います。

（４）e-learnig システムの検討

本授業では，これまでも web上で授業資料

を配布し，学生とのコミュニケーションを行う

ためのツールの１つとしてブログを積極的に活

用してきました。これらの試みをさらに発展さ

せ，学生がデータベースの使用方法などを自習

形式で学べるオンラインチュートリアルの導入

などが今後の検討課題です。

（５）新しい取り組みに向けて

最後に，「大学生のための情報検索術」に続

く，次の事業展開として，学士課程の教育への

貢献や，教員の教育力，職員の教育支援能力の

向上支援を検討していきたいと考えています。

そのためには，大学教育を支援する機関として，

附属図書館が教育に関する広い視点を持ち，柔

軟かつ臨機応変に対応することが重要であると

思います。

（参考）平成20年度 大学生のための情報検索術アンケート集計結果

・実施日：2009年１月23日（金）

・アンケート回答者数：48名
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ライデン大学で

ライデン大学図書館訪問について

情報サービス課 閲覧第二係長 沼 田 幸 子

はじめに

ライデン大学との共同展示会開催について話

し合うため，野家館長，曽根原助教，私（沼田）

の３名が，平成21年１月８日から12日まで，オ

ランダ・ライデン市にあるライデン大学図書館

を訪問しました。

東北大学附属図書館では，毎年，狩野文庫等

の貴重な資料を広く公開するため，企画展示を

行っています。今年度は宮城県図書館を会場に

開催したことは，本誌33巻3号で報告している

とおりです。

８日，成田12時発の飛行機で約12時間半，同

日夕方４時半にアムステルダム・スキポール空

港に到着しました。

１月のライデン市は10年ぶりという寒さで，

町の石畳の道は一面霜が降りていました。また，

緯度が高く，朝８時でも薄暗く夕方５時ともな

ると真っ暗になるのです。ライデン市は，大学

の町という雰囲気でミュージアムや書店，学校

が多く，まさに学都ライデンといったところで

しょうか。

９日，通訳を引き受けていただいたライデン

大学日本学研究所のフェーレ教授がホテルに迎

えに来てくださり，彼の案内でライデン大学を

訪問しました。

ライデン大学は1575年に創立されたオランダ

で最古の国立大学です。大学はライデン駅に隣

接し，線路を挟んで東側の運河沿いに中央図書

館があります。

図書館としては他にも部局図書室，学科・研

究所図書室があります。大学の建物は重厚な中

にも近代的な部分が多く，ところどころで改築

や修理が行われていました。シーボルトが持ち

帰ったという日本植物が栽培されているボタニ

カル・ガーデンは工事中で残念ながら見ること

はできませんでした。
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ライデン大学では日本研究も盛んで，日本学

を教える日本学研究所があり，案内してくれた

フェーレ教授と大学院生のジュリアンは，研究

所の所属です。また，日本・韓国研究所図書館

があり，日本の雑誌「世界」，「新潮」や「朝日

新聞」なども所蔵していました。構内には，外

壁に日本語が書かれたところもありました。

ライデン大学図書館には，Scaliger Institute

という特殊コレクション部門があり，教育・研

究も兼ねた教授などのプロパーによる実行委員

会のもとで管理運営されています。赤と黒のイ

ンテリアの大きな部屋をガラスで仕切り，監視

カメラを備えた貴重書閲覧室や撮影等の部屋，

執務室などが設置されていました。

（上３枚とも，特殊コレクション閲覧室）
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特殊コレクションの展示も行い，図録も発行

しているとのことでした。特殊コレクション部

門のホームページです。

http://www.library.leiden.edu/collections/

special/exhibition-scaliger.jsp

ライデン市には多くの図書館や博物館が充実

しており，一般の利用者はそちらを利用し，大

学の図書館・貴重資料等は大学の研究者の利用

が主となっているようでした。

Meeting！

訪問の目的であるMeetingについて，報告

します。東北大学附属図書館からは，大学理事

でもある野家附属図書館長，図書館調査研究室

の曽根原助教と情報サービス課閲覧第二係の沼

田が出席しました。ライデン大学図書館からは，

Scaliger Instituteの責任者であるボイケルス

博士，カイスパー専門司書，広報担当のオマー

ン氏が出席して行われました。

2009年開催予定で話し合いに臨みましたが，

ライデン大学図書館の展示開催場所の関係か

ら，2010年に開催することになりました。ライ

デン市のシーボルトハウスを会場に，本学附属

図書館の狩野文庫資料を持ち込んで８月ごろに

開催することが確認され，持参した展示候補リ

ストや図録を提示し，来年度開催に向け準備を

進めることになりました。また，2011年には，

ライデン大学図書館・シーボルトハウスから，

仙台に資料を運んで展示する計画も提示されま

した。シーボルトコレクションが400年のとき

を経て日本で展示されるということは，大変意

義があることであり，この計画が実施されるこ

とに期待を膨らませ，会談を終えました。

話し合いも済んでホッとしたところで，みん

なでランチに行きましたが，その量の多さにび

っくり。オランダ人は世界でも背の高い人種だ

そうで，同行した院生は190cm以上でしたが，

「これでも平均か少し小さいほう・・。」との

こと。なるほど，この量は彼らの食べ物の量な

んだと納得しました。

午後，シーボルトハウスの下見に行き，会場

となる予定のホールを視察しました。

また，こんなにもいろいろなものをシーボル

トはオランダに運んだのだと感心しながら博物

館の展示を見学し，シーボルト像の前で記念写

真をとりました。

10日は，ライデン市に数多くある博物館のな

かの，国立民族博物館を見学しました。ライデ

ンにある日本資料は，ライデン大学図書館に「文

字」関係の資料，この民族博物館に「物」関係

資料が収められたそうですが，残念ながらこの
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時期は展示対象ではなく，目にすることはでき

ませんでした。そこで，ライデン市から電車で

十数分の，デン・ハーグにある「マウリッツハ

イス美術館」を見学。有名なフェルメールの「真

珠の耳飾りの少女」を，手で触れることが出来

そうなほど近くで，下から斜めから，じっくり

観ることが出来て感激でした。

11日，スキポール空港を通り過ぎ，東京駅の

モデルにもなったというアムステルダム中央駅

まで行きました。

アムステルダム中央駅

駅の向かいからトラムに乗り，東北大学百周

年記念会館・萩ホール構築の際参考のひとつに

なったという，「コンセルトヘボウ（concert-

gebow）」を見学。

さっそくチケットも買い中へ。とれた席は，

あいにく演台の真下でしたが，心配するには及

ばず，音が天井から降ってくる感じのすばらし

いもので，その音響効果を確かめることができ

ました。

その後，すぐ近くにある「ゴッホ美術館

（Van Gogh Museum）」も見学しました。別

館のユニークな曲線を基調としたデザインの建

物は，日本の建築家，黒川紀章が設計したもの

だそうです。

今回見学した２箇所の美術館には，日本語の

オーディオツアーがあり，ガイドがなくとも十

分理解できるもので，これも感心したものの一

つです。

おわりに

ライデン大学図書館では，貴重書担当部門が

独立した部門として存在しているということが

本学の状況と異なるおおきな点だと感じまし

た。中心となる教授と数人の研究者，そして図

書館員が加わって特別コレクションを支えてい

る体制にとても興味を持ちました。

（http://www.library.leiden.edu/faculty/scali

ger-institute/about/staff-organisation.jsp参照）

また，当館とライデン大学図書館との交換展

示会の今後の３年間を考え，その重要性と期待

感を胸に11日夕方７時発の飛行機に乗り，翌12

日午前帰国しました。

短い期間でしたが，館長や研究員と共にライ

デン大学訪問に加わることが出来，私にとって

大変有意義な出張だったと光栄に思っていま

す。この機会を与えてくださった北村事務部長

初め，関係の方々に感謝し，報告とさせていた

だきます。

（ぬまた・ゆきこ）

コンセルトヘボウ
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アメリカ出張報告－ジョージア大学・ジョージア工科大学・テンプル大学

工学分館 整理・運用係長 半 澤 智 絵
本館情報サービス課参考調査係 代 田 有 紗
金属材料研究所図書係 小飯塚 猛

１．出張の概要

2008年度末，大学国際戦略本部強化事業の一

部として，アメリカの図書館を訪問してきた。

訪問先は，３月19日（木）にジョージア州

Athensにあるジョージア大学（University of

Georgia），20日（金）は同じくジョージア州

Atlantaにあるジョージア工科大学（Georgia

Institute of technology），23日（月）にはペン

シルバニア州 Philadelphiaにあるテンプル大

学（Temple University）の３大学である。

ジョージアの２大学ではラーニング・コモン

ズの見学を行い，テンプル大学では教育支援活

動について話を聞いてきた。この項では，それ

ぞれの大学で見聞してきたことを，目的であっ

たラーニング・コモンズと教育支援活動に絞っ

て簡単に報告したい。

２．ジョージア大学のラーニング・コモンズ

（１）概要

ジョージア大学は1785年創立の州立総合大学

で，ジョージア州の州都アトランタから100km

ほどの都市アセンズという街にある。規模は，

学部生約25,000人，大学院生約9,000人，教員

・研究者・スタッフ約10,000人である。図書館

は人文社会科学系のMain Library，科学技術

系の Science Library，電子図書館系の Stu-

dent Learning Center（以下 SLC）があり，蔵

書数は約400万冊である。今回はラーニング・

コモンズがある SLCを見学した。対応してく

ださったのは，レファレンス・ライブラリアン

の Emily Luken氏で，また，関係部署の情報

技術部門に所属する Hajime Uchiyama氏に通

訳としてついていただいた。

（２）運営

SLCは2003年にジョージア州の基金4,300万

ドルをかけて設立された。この施設の特徴は教

室と図書館が一緒の建物にあるという点で，運

営は図書館，学習・教育支援部門，情報技術部

門が共同で行っている。職員は全部で19名いて，

うち半分が図書館員である。その他に，それぞ

れの部署で雇った学生スタッフが58名いる。情

報技術部門で雇った学生スタッフが半分を占め

ている。館内にはそれぞれのオフィスがあり，

月に２回スタッフミーティングが行われてい

る。SLCの運営予算については，少額ではあ

るが，各部署に支給されているので，それを合

わせて使っているという。パソコンの更新等，

SLC内のテクノロジー維持にかかる費用は，

大学が学生から徴収している“Student tech-

nology fee”（テクノロジー料）」の何割かをあ

てているそうだ。

（３）設備や構成

４階建ての SLCは，広大なキャンパスのほ

ぼ真ん中に位置する。建物内部は真ん中に大き

な階段があり，その階段を中心に左右にフロア

が広がっているという構造で，窓がたくさんあ

り明るかった。また木製の家具を多く使用して

いるので落ち着ける雰囲気だった。

１，２階には大小様々な教室があり，その管

理を担当しているのが学習・教育支援部門であ

（ジョージア大ラーニング・コモンズの様子。奥へ
ずっと続いている。）
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る。主に学部生を対象とした授業が行われてお

り，見学したときも多くの学生が行き交ってい

た。また17時以降は予約をすれば学生でもこれ

らの教室を利用することができる。それから２

階にはカフェがあり憩いの場所となっている。

因みに館内は全て飲食可能である。

３，４階がラーニング・コモンズのスペース

で，充実した PC設備が印象的だった。インター

ネットや電子ジャーナル，各種データベースを

利用できる PCが全部で500台ある。館内には

冊子体の資料がほとんどないので電子媒体資料

が充実している。また，持参した PCも利用で

きるように，2,400以上のコンセントと無線

LANが提供されている。３時間単位でノート

PCの貸出も行っている。PCを利用する上で

のサポートとしては，インフォメーションデス

クというのが３階と４階にあり，情報技術部門

のスタッフと学生スタッフが様々な相談にのっ

てくれる。さらに，最新のマルチメディアソフ

トウェアとハードウェアを利用できるディジタ

ルメディアラボという施設があり，アシスタン

トから指導を受けながら利用することができ

る。ラーニングラボという PCが備え付けられ

た教室ではインフォメーションリテラシー技術

の指導等も行っている。

その他の設備としてはグループ学習室が96室

ある。ホワイトボード，テーブル，椅子，コン

セントが用意されおり，予約なしで自由に利用

できる。また館内の数カ所に学生が様々な活動

を行うためのイベントスペースが用意されてお

り，社交の場としても大いに利用できる。一方

で静かに勉強するエリアも確保されており，そ

こでは PCの使用も禁止している。学生の多種

多様な学習形態に対応できるよう工夫されてい

ることがよくわかった。

（４）学習・研究支援サービス

館内で行われている学習・研究支援サービス

としては，まず図書館員によるレファレンス

サービスがある。レファレンスデスクは３階に

あるのだが，大階段を登るとすぐ目の前にある

ので非常にわかりやすい。しかし，３階まで上

がってこない学生もいるので，人が集まるカフ

ェの側にも試験的にレファレンスデスクを置い

ている。これが好評だったので，常設すること

を検討しているという。レファレンスはメール

や電話のほかにチャットでも対応している。チ

ャットレファレンスは22時まで職員が対応し，

22～24時はトレーニングを受けた学生スタッフ

が担当している。また学生チューターによる特

定科目の個別指導や文書作成教室なども開いて

おり，試験前には多くの学生に利用されている。

（５）利用状況

教室以外の場所の利用者数は１日約7,500人，

年間約200万人である。利用者数が最も多い時

間帯は10－14時と21－23時で，１時間平均600

人である。学生の利用マナーも良く，これまで

に特にトラブルは無かったそうである。その要

因として，セキュリティカメラはないが２名の

セキュリティスタッフが交代で１時間ごとに館

内を巡回していること，見晴らしの良い空間設

計であることをあげていた。

（６）感想

今回，実際に利用されているラーニング・コ

モンズを見学することができとても勉強になっ

た。本館でも利用者から図書館以外に勉強する

場所がないという意見を聞いたり，ノート PC

を使ってグループで勉強している学生達を何度

か目にしたことがあったので，ラーニング・コ

モンズのような場所の必要性は以前から感じて

いた。

しかし，ただ PCや学習場所を提供するので

はなく，人的サポートもしっかり行う必要があ

り，そのためには複数の部署と連携することが

重要であるということがわかった。

（しろた・ありさ）

３．ジョージア工科大学のラーニング・コモン

ズ

（１）概要

ジョージア工科大学は1885年創立，学生約

16,000人（うち学部生約11,000人）を擁し，州

立大学の中で常にトップ10の評価を受ける有力

校である。図書館は古いが，改装と建て増しに

より図書館内にラーニング・コモンズを設置し
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（ジョージア工科大へ行く道沿いの桜）

ている。まず2002年に図書館１階の改装を行い

ウエスト・コモンズ（以下WC）を設置し，

その後2006年に東側に建て増しを行いイースト

・コモンズ（以下 EC）とした。今回の訪問に

対応してくださったのは Associate Directorの

Robert E. Fox氏で，コモンズの設計コンセプ

トや利用状況を伺った。

（２）ウェスト・コモンズ

図書館の利用者が少なかったころ，その理由

を探るためにまず学部に出向いたという。そこ

で学生を数人集めて討議してもらい，「パソコ

ンが少ない」「サポートがない」「建物が古い」

という意見を得て，2002年に150万ドルを費や

してウエスト・コモンズ（以下WC）を設置し

た。個人利用向けで見通しの良い設計にした，

という話で，実際に入口から縦に PCを並べた

構成は見通しが利いており，また壁が一面窓で

２階は吹抜のため，明るくて開放感のあるス

ペースとなっていた。PCの数は，レギュラー

タイプ80台，音声・映像加工ソフトなど特別な

ソフトが入った PCが24台，立って使う PCが

10台で，マルチメディア対応 PCは「マルチメ

ディア・スタジオ」という専用スペースに設置

されている。図書館にしかないソフトもあるた

め，利用者は多いそうだ。この場所では，図書館

外の部署によって使い方の授業も行われている。

なお PCは消耗品なので，３年以上経過した

ものは交換していくとのこと。PCの空席情

報は図書館の入口を入って正面と，コモンズの

入口にディスプレイ表示される。学内のディス

プレイ掲示板にも表示されているそうで，非常

に利用しやすく工夫されていた。WCは学生か

らあまり意見を集めずに作ったが，学生が求め

るものと幸運なことにマッチし，好評だったと

いう。

（WC を2Ｆから眺める）

（３）イースト・コモンズ

WCから４年後の2006年にはグループ利用向

けのイースト・コモンズ（以下 EC）が設置さ

れた。PCは35台。WCから４年を要したのは

その間に建設資金を貯め，さらにWCからフ

ィードバックを得るためだったという。利用者

の動向調査のために，WCの見回りを４時間に

１回１年間継続して行い，人数をカウントして

写真を撮ったそうだ。その成果のひとつとして，

インフォメーション・サービスのデスクを出入

口に近い場所（WC）に移動し，替わりに貸出

窓口を ECに移動したという話だった。

ECには什器のすべてが車付きで可動式のス

ペースがあり，布製パネルの仕切りで広くも狭

くも利用できるようになっていた。さらに天井

（EC の可動パーテーション。自由に空間を作れる。）
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の可動式滑車から好きな場所にコンセントを下

ろせることや，白・赤・緑・青の蛍光管からな

る照明があり，光の色が調節できることからも，

汎用性の高い作りとなっていると感じられた。

ただし可動式什器はかなり汚れるために，ク

リーニングの予算を継続的に確保する必要があ

るそうだ。

（４）新たなコモンズ

2009年５月にはWCの２階に新しいコモン

ズが設置される。これは利用者持参のノート

PCを利用するためのスペースで，ライティン

グ・センター用のスペースも用意される。この

コモンズは，資金を節約しつつ有用なスペース

を作るためのアイデアでもあるという。

（コモンズに改装予定の場所）

グループ用の ECがいっぱいの場合，あふれ

た利用者はWCに来るため，WCの２階にも

コモンズを設置することで利用者数増加を目指

すのだそうだ。設計にあたっては各学部に直接

意見を聞きに行く，フォーカス・グループから

意見をもらう，館内掲示板，web掲示板，学

生新聞などを活用するなどして丸１年かけて意

見を集めたそうだ。集めた意見にこれまでの経

験をプラスして４つのデザイン案を作成し，

webによる投票で最終的にデザインを決定し

たとのことだった。什器も異なる会社によるコ

ンペを行って学生に選定してもらったそうだ。

テーブルが大きくても，１人が使っているとグ

ループ利用者は他のテーブルを使う傾向がある

ので，机は大小用意してスペースの有効利用を

図るという。

なお，図書館の予算は，寄付金をベースとし

た財源によって運営されている。

（５）利用状況等

開館時間は月－木24時間，金曜０時から18時，

土曜９時から18時，日曜は12－24時と変則的だ

が，職員とアシスタントが常駐している。コモ

ンズの利用者はほとんど学部１・２年生であ

り，３・４年生や教員が足を運ぶことはほとん

どないそうだ。現在の図書館の年間利用者数は

約100万人だが，コモンズの設置前は50万人だ

った。WC，ECとコモンズスペースを増やし

ていくことで利用者数は増えたという。日中は

休暇期間を除いてほぼ常に満席状態で，夜間の

利用者数は試験期間だと夜中の12時で500人近

くおり，試験期間外でも，夜中の12時から朝の

７時にかけて常に100人以上の利用者がいるそ

うだ。

（６）感想

ラーニング・コモンズと一口に言っても，設

計はさまざまだった。ジョージア大とジョージ

ア工科大学はまったく趣きが違うし，工科大は

内部でもコンセプトの違うスペースを擁してい

る。「ラーニング・コモンズ」という決まった

設計があるわけではなく，大事なのは「どうい

う目的のスペースにするか」ということだと感

じた。また図書館内に様々なサービスが用意さ

れ，サポート体制も整っていることには感銘を

受けたが，実際には，サポートは他部署の職員

が行っていたり，図書館は単にサービスの場所

を提供しているだけだったりする。学習サポー

トを行う他部署にスペースを提供することは，

いたずらに図書館の負担を増やすことなく，

ラーニング・コモンズひいては図書館が利用者

にとって重要な存在となる可能性を感じた。

（こいづか・たけし）

４．テンプル大学の教育支援活動

（１）概要

テンプル大学はペンシル学生約35,000人を擁

する大規模な大学で，全米で10指に入るほど評

価も高い大学である。今回の訪問では主に教育

支援活動について話を聞いてきた。対応してく
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ださったのは，教育支援活動については，レフ

ァレンス部門 Headの Jenifer Baldwin氏，理

系図書館の Gretchen Sneff氏と Thomas Heve-

rin氏，そして全体の案内は Associate Univer-

sity Librarianの Steven Bell氏にしていただ

いた。

（２）一般教育（general education）の中の

Information Literacy

テンプル大学では数年間をかけて一般教育の

カリキュラムについて検討されてきたが，2008

年秋に新しいカリキュラムが始められた。この

カリキュラムは全１年生必修の授業で９分野11

種類のコースがある。このカリキュラムの編成

は，テンプル大学の学生が身につけるべき基本

的能力を総合的に学ぶもので，重要なものとし

て位置付けられている。Information Literacy

は，その中でも一つのキーとされており，「情

報を見つけ出し，評価し，使う能力（the abili-

ty to“identify, evaluate and use”informa-

tion）．」を「確実に身につけなければ（must

explicitly develop）」ならなく，「最低１つの課

題は授業に含まなければならない」ということ

になっている。＊1

（３）一般教育カリキュラムと図書館

このカリキュラムと図書館との関わりは，ま

ずは一般教育必修の「Analytical reading &

writing」の授業で，図書館員が２時間を受け

持ち，基本的な知識（どのような情報があるの

か？から具体的なデータベースの検索デモンス

トレーションまで）を教えていることである。

（Jenifer Baldwin 氏（左））

また，この授業を取らなくても，「TILT」と

いうオンラインチュートリアルが図書館の

Webサイトで提供されていて，これを修了す

ると，Analytical reading & writingの該当部

分を取ったことになるようになっている。授業

は全部で約200コースほどもあるという。この

コースを12人のレファレンス・ライブラリアン

で担当し，一ヶ月から一ヶ月半程度かけて行っ

ているということだった。

必須の授業は１年生のみだが，大学全体の

Information Literacyのゴールのため，以降の

学年についてはサブジェクト・ライブラリアン

が個別に，Information Literacyを授業にどの

ように組み込んでいくか，各教員の相談に乗る

ことになっている。

Information Literacyが，一般教育カリキュ

ラムの中に組み込まれるについては，やはり教

員の間では議論があったようである。（理解を

示したのは社会科学分野が多かったという。）

図書館も理解をしてもらうため積極的に教員へ

説明を行っていたが，大学上層部自体が Infor-

mation Literacyの重要性を認識してカリキュ

ラムに組み込もうという意思があったことが図

書館にとって大きな強みとなったようだ。

この活動はまだ始まったばかりで，各スタッ

フは日常業務と平行して行っているので，結構

な負担がかかっているという。どのようなやり

方が良いのかや，評価の方法については実施し

ていく中から検討していくとのことであった。

また現在，図書館員１名，教員１名，学生１

名，教育学専門から１名，ＩＴ関係１名の計５

名でプロジェクトチームを組み，新たなプログ

ラムについて検討しているところだそうである。

（４）Blended Librarian＊2 Steven Bell氏の

活動

Steven Bell氏は図書館界で積極的な活動を

行ってきており，Blended Librarianの中心人

物でもある。彼がテンプル大に移ったのは2006

年末からだが，テンプル大学においては Infor-

mation Literacy業務に直接携わるのではなく，

マネージメントを中心にした業務を行っている

ということであった。テンプル大学に来てから
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特に力を入れたのは，他の教育支援部門との連

携強化とのことだった。同じ教育に関わる部門

であっても，図書館の資源についてほとんど知

られていない状態だったが，今では定期的な打

合せと共同で企画も行うようになり，教育支援

に一層貢献できるようになったそうである。ま

た，Bell氏は図書館内に「Learning Technol-

ogies and Assessment」という新ユニットを立

ち上げているそうで，将来的に，インストラク

ショナルデザイナーを中心とし，インストラク

ショナルテクノロジストと図書館員を加えた教

育支援ユニットにしていき，blended librarian

の養成にもつながるものとする計画をたててい

る。

（Steven Bell 氏）

（５）感想

全てが感心することばかりであったが，①大

学のミッションの一部として，学生に Informa-

tion Literacyを修得させることが挙げられて

いること，②Library Instructionが，完全に教

育の一環として組み込まれていること，そして

③図書館員には教育に関する知識が必要である

ということ，この３点が非常に印象に残ってい

る。

また，昨年秋に始まったばかりというカリキ

ュラムの説明も，図書館の webサイト＊3で，

授業の目標設定から，Information Literacyの

内容説明まで，教員向けに詳細に案内が出され

ており，これまで丁寧に検討されてきたことが

伺える。

テンプル大学図書館では，教育支援という枠

組みを越えて，すでに教員と共に高等教育を形

作るというレベルでの活動になっているよう

だ。またそれが Blended Librarianの意味でも

あるし図書館が目指しているところなのだろう

と思われる。

＊1 テンプル大学の一般教育担当部署

（GenED）の教員向け FAQより

http://www.temple.edu/provost/gened/

forfaculty.html＃InfoLit

＊2 Blended Librarianとは，従来の図書館の，

ＩＴ関係も含めたレファレンスと利用指導の

スキルに加えて，教育学関係特に授業の手法

や授業計画に関する知識や技術も習得してい

る図書館員のこと。

＊3 http://l ibrary.temple.edu/services/

library_instruction/?bhcp=1

（はんざわ・ともえ）

５．出張を終えて

準備期間が短く，本当に相手大学で迎えてく

れるのか不安を抱えての出張であったが，どの

大学も突然の訪問依頼を快く受け入れて対応し

てくれた。

今回訪問した３大学の事例が，そのまま今の

仕事に適用できるわけではないが，「これって

いいな」「こういう状態にうちの図書館もなる

といいな」と思えるものを具体的に目にしたこ

とは，我々にとってとても重要であった。本当

によい経験になったと思う。その感慨をまず，

東北大の図書館のスタッフと共有し，そして見

聞したことをヒントにしながら実際の仕事に

break downしていきたいと思う。

最後に，このような機会を与えていただいた

国際交流部，また今回の出張に快く送り出して

くださった北村前事務部長に感謝するととも

に，年度末の多忙な時期に１週間も不在にする

ことを認めてくださった図書館，図書室のスタ

ッフの方々，そして，熱心に対応してくださっ

た訪問先のみなさまにもこの場を借りて御礼申

し上げます。ありがとうございました。
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平成20年度東北大学附属図書館・宮城県図書館合同企画展

「はっぴぃ さんぽう－和算の世界へようこそ－」から
（２）のぞいてみよう！塵劫記の世界

医学分館整理係 菊 地 良 直

本企画展の特徴

本題に入る前に，この機会に本企画展の構想

について少しご説明したいと思います。

実は企画展で和算を取り上げるのは今回が初

めてではありません。一度目は平成16年度，今

回は二度目となります。前回は静かなる（？）

和算ブームの渦中で，この手の資料としては比

較的スタンダードで専門的なものを多く紹介し

ました。

そのため今回は，テーマの副題に「関孝和没

後300年記念」と冠してはいますが，関孝和に

至るまでと，その後の和算といった単純な資料

展示では，過去の企画展の焼き直しとなってし

まいます。これでは担当メンバーにとっては楽

ですが，見ていただく方々には新味がありませ

ん。

会場の面でも，前回は東北大学の川内の図書

館でしたが，今回は郊外にひらけ市民の集う宮

城県図書館です。そのため来館者層の違いも考

慮する必要がありました。

このような諸般の事情から，展示ワーキング

で意見を出し合った結果，前回とは違った目線

で工夫をこらしてみることにしました。

テーマと構成

検討の結果，今回は全体として和算初心者の

興味をひきやすい内容を目指しました。タイト

ルの「はっぴぃ さんぽう」にもこの思いが込

められています。

具体的には，前号で紹介した和算クイズを，

いきなりの導入として，第２部もこれから本記

事で紹介するよう文化的な側面を強調してみま

した。

書物のほかにも，台量りやそろばんなど，お金を計
算するための当時の「計算機？」を展示。展示した
そろばんは現代のものより大ぶりで蓋が付いていま
す。玉も７つありました。（仙台市歴史民俗資料館
所蔵）

メインといえる第３部では，関孝和や関流の

定番資料のほかに，和算家の論戦や和算家の暮

らしぶり，仙台の和算家など，人物にスポット

をあててみました。

宮城県図書館が仙台の藩校から引き継いだ資

料に成る養賢堂文庫や，本学からは初公開とな

る平山文庫（注１）など，この地の両館ならで

はの資料を盛り込んだのも特徴です。

東北地方は今でも和算研究が盛んな地であ

り，専門に興味をもたれている方の中には，ち

ょっと物足りなく感じられた方もいるかもしれ

ません。一方で小学生から高校生，また和算を

初めて耳にする方には，算数云々ばかりでなく，

日本人の文化といった視点からも，より親しみ

やすい内容になったのではないでしょうか。

それではこれから第２部として，和算を語る

うえで避けては通れない『塵劫記』にまつわる

話題を中心に紹介を始めましょう。
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１．江戸の数学と人々

（１）江戸以前の算

江戸の初めに刊行された『塵劫記』という書

物は，その後，高度化されていく独自の算術の

母胎となると同時に，庶民の経済生活や職業，

遊びのうちに，数学的な技術に触れる機会を広

く提供していくこととなりました。

もっとも，平安時代や鎌倉時代など江戸時代

以前にも，例えば中央には中国の職制にならっ

た算の専門部署がありました。

また鎌倉時代の歴史書ともいえる「吾妻鑑」

には，松島の僧が算術によって幻影を作り出す

エピソードが見られます。

『令義解（りょうのぎげ）』は，律令制の時代の法
の注釈書で，算の専門家として「算博士」をおく規
定がみられます。

しかしこれらの時代の算は，庶民からみれば，

必ずしも合理的で万人に理解できる知識として

ではなく，限られた人のもので，ときには占い

や妖術にも似た捉えられ方をしていた面もあり

ました。

（２）江戸時代と算

江戸時代は，寺子屋や職業教育を通して，九

九やそろばんを基本とした，より標準化された

算の知識が広まりました。巷に流通した庶民向

けの和算書は，特に初学者には，身に付けるべ

き教養や職能の目安となりました。

和算がこのように広まったきっかけには，い

くつかのことが考えられます。例えば，江戸時

代に入り，ある程度安定した貨幣経済が確立し

たこともその一因と考えられます。

『日本永代蔵』の挿絵から

例えば上記の絵では，商人が銀貨の重さを量

っています（前頁の写真参照）。そろばんの前

に見えるのは，右から，小額の豆板銀，なまこ

形の丁銀，両者を一定量まとめて封をした包銀

です。金貨と違って銀貨には額面がなく，かた

ちも不揃いで重さによってその額を計算する必

要がありました。

また金貨は四進法で銀貨は十進法，単位も異

なります。鋳造された時代による含有量の違い

や，日々変化する金銀銅間の換算レートなど，

その計算もなかなか複雑でした。和算書では，

こうしたお金に関する計算や，ものの売り買い

に関する問題を多く含んでいます。

このような実用を反映した知識の提供のほか

に，特に庶民向けの和算書には，売るための工

夫もみられます。オリジナルの和算書から，特

に一般人に欠かせない必要箇所だけをダイジェ

ストにしてコンパクト化を図ったり，絵入りの

数遊びを積極的に取り入れたことなどもその一

つです。戦乱の世も一段落し，人々が身近に知

識や楽しみを求めはじめた時代の空気も，和算

の広まりに一役買ったのかもしれません。

もちろん和算の技術は，庶民の間にばかり広

がったわけではありません。専門家により暦の

改定や度量衡など，国の事業にも生かされまし

た。例えば，関孝和の弟子である建部賢弘にも，

暦に関する著作があります。
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『仙台暦（せんだいごよみ）』
仙台で発行していた暦は，官暦にない注釈を加えた
ため，江戸の暦問屋に訴えられ，長く発行できない
時期がありました。幕末から，幕府の許可を得て再
び仙台領内で発行されたのが『仙台暦』です。

２．塵劫記と和算の誕生

（１）塵劫記

『塵劫記（じんこうき）』とは，吉田光由（1598

－1672）が江戸時代の初め（寛永４年（1627））

に刊行した代表的和算書です。（注２）その後，

版を重ねながら江戸時代を通して，広く人びと

に親しまれました。

「塵劫」とは長い時間を意味し，「塵劫記」

という書名は，永きにわたり変わらぬ真理の書，

という意味とされます。

『塵劫記』の序

内容は，中国の算術書や，国内の和算黎明期

の先行書『割算書』などに拠りつつも，単位の

呼び名に始まり九九やそろばん，売買や計量・

測量といった，初学者向けの実用知識を丁寧に

取りあげた点に特徴があります。

しかしなんといってもこの書のインパクト

は，和算の底辺の広がりと高度化の両端緒を同

時に開いた点にあるといえます。上記に加え，

さらに絵入りのクイズ問題を取り入れて庶民層

へのアピールを強める一方，解答を付けない問

題（遺題（いだい））を追加することで，より

専門的な興味をもつ読者層も刺激しています。

『塵劫記』の人気は，多くの改版，違版が生

まれたことからもうかがえます。吉田自身で手

を加えたもののほか，人気箇所の抜粋や引き写

しといった類似本も多く出回りました。これら

の多くは『～塵劫記』と銘打たれ，やがて「塵

劫記」という言葉自体が算の代名詞として流布

していくことになります。

今回の展示では，多く存在する類似本の中で

も，仙台で刊行されたものを紹介してみました。

仙台で刊行された『大増補塵劫記』。「大増補」とは
名ばかりで，さほど厚いものではありません。

（２）遊びの中の『塵劫記』

前号では，『塵劫記』にはじまる和算書の遊

戯問題をいくつか紹介しました。今回は，『塵

劫記』という書物そのものが，語呂遊びなどの

ネタになっていた例を紹介します。

これらをみることで，この書がいかに一般に

知られ親しまれていたかがわかります。また和
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算そのものとは直接関係のないところでも，文

化として独自の楽しみを人びとに与え続けてい

た様子がうかがえます。

山東京伝『通気智銭光記（つきじのぜんこうき）』
「まんまくふざん」と題された箇所では，「此（こ
の）大ぜいの子どもに まんまをくはせるのだから
あま口ではゆかぬ」とあります。

西川祐信『口合算盤珍口記（くちあいそろばんちん
こうき）』
「末の子の実子に 家をゆづろとおもふ むね算用
は 積り違なるべし」といった失敗談があります。

上に紹介した二つの資料を比べてみましょ

う。両者とも『塵劫記』掲載の算数遊びである

継子立て（ままこだて）（注３）のパロディで

す。

前者はその音の類似から「まんま（＝ご飯）

くふ（食う）ざん」とあてたもので，算や本来

の継子立ての内容とは関係のない言葉遊びに尽

きています。「そばきりさうめんくひたいな」

と大勢の子どもらにねだられて家計を心配する

両親の絵が，笑いというより涙を誘います。

一方後者では，継子立てやそろばんをひろげ，

算に興じている家族の絵の上に，まさにその継

子立てを応用してか，家督譲りの思惑があった

ものの，末子の誕生でご破算になった有様を皮

肉る歌が見えます。これは単なる語呂合わせで

はなく，継子立て本来の内容に踏み込んだパロ

ディとなっており，人数が一人変われば崩れて

しまう不思議な数の規則性を強調する結果とな

っています。

同じ継子立てを取り上げながら，このように

異なるバリエーションが存在するということ

は，塵劫記が文化として溶け込んでいたその成

熟度を見て取れる一例といえるでしょう。

（３）遺題継承

『塵劫記』の吉田自身の改定版である『新編

塵劫記』は，解答をつけない挑戦問題である遺

題を初めて掲載した書物です。以後の和算書で

は，先行する遺題に解答を提示し，さらに新た

な自身の遺題を出題する「遺題継承」という慣

習も生まれ，和算の高度化に寄与しました。

吉田光由『新編塵劫記』（前方）に掲載された遺題
と，それに答えた磯村吉徳『算法闕疑抄（さんぽう
けつぎしょう）』（後方）。

上の『新編塵劫記』右ページには，「三組三

色」と名づけられた遺題が見えます。

檜，松，杉を売っており，それぞれ２本，４

本，５本買ったときは220匁（もんめ（＝銀貨

の単位）），５本，３本，４本買ったときは275

匁，３本，６本，６本買ったときは300匁です。

このことからそれぞれの単価を求める問題です。

この問題に対して解答したものが，後方の『算

法闕疑抄』に見られます。（「檜木壱本ニ付 銀

三拾目，松木壱本ニ付 銀拾五匁，杉木壱本ニ
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付 銀弐拾匁」（＝それぞれ30匁，15匁，20匁））

これは未知数が３つの三元一次方程式の問題

で，現代では中学生でも十分解くことができま

す。しかし中にはより高度で複雑な計算を要す

る問題も含まれていました。

ちなみにこの『新編塵劫記』の遺題に解答し

た『算法闕疑抄』で，著者の磯村は，新たに自

ら100問の遺題を出題しました。

こうして生み出されていった遺題の中には，

同業者から悪問だとケチのつくものもあれば，

自分の刊行した遺題に弟子が間違った答えを広

めて嘆く師匠がいたり，自分が出した遺題に自

ら解答してみたら解けないものがあったりと，

エピソードに事欠きません。しかしこのような

切磋琢磨（？）の中で，和算のレベルが向上し

ていったことは間違いないでしょう。

３．その他

ここまでは，第２部の資料のいくつかを，展

示の流れに沿って紹介してきました。最後に，

本編とは独立に設けた３つの小コーナーの展示

物についても触れてみたいと思います。

（１）算木（さんぎ）

算木とは，中国から伝わった計算用具で，升

目状の布地でできた算盤に，6センチ大の木製

の棒である算木を並べて使うものです。

江戸時代に筆記のみで計算する方法が案出さ

れるまでは，日本でも主な計算方法として学ば

れました。算木の名人には呪術的な力があると

信じられたらしいエピソードが，はじめに紹介

した『吾妻鑑』のほかに，例えば『今昔物語』

にも見られます。

本展示では，３分の１に縮小したレプリカと，

計算方法の一例を紹介しました。

（２）和算から逃げる

いかに和算が庶民にまで広がったとはいえ，

やはり算の未修学者や不得手の人はいました。

加えて実際の場面では，用さえ足せれば面倒な

計算はなるべく避けたいといった傾向もあった

ようです。

そこで今回はさらに番外編として二つほど，

和算から逃げる（？）工夫をほどこした資料を

紹介してみました。

先に触れたように，例えばお金の交換換算に

は複雑でやっかいな計算がつきまといました。

この手間を避けるために，全ての組み合わせを

あらかじめ表にした書物も出回りました。『金

相場便覧』がその一例です。

序文には一応「女わらべのそろばんならはざ

る人の為に」とあり，例えば金１両の相場が銀

60匁のとき，金の３分３朱は銀の５拾６匁２分

５厘，といった具合に全てのケースを網羅して

います。不精を決めこむ割に行き届いています。

もう一つの資料は『捷徑算法（しょうけいさ

んぽう）』です。

今では耳にしませんが，かつてはかけ算九九

の他に，やはり暗記で覚える割り算九九もあり

ました。これは八算（はっさん）と呼ばれ，そ

ろばんの割り算を行うために必要な知識でし

た。これがなかなか覚えにくかったのか，『捷

徑算法』は，八算を覚えなくともそろばんで割

り算ができるよう，付録の道具で工夫した指南

書です。

千野乾弘『捷徑算法』と付録

この道具というのは，縦に細い厚紙を，割る

数１から９までの分を用意し，そこに割られる

数とその商を，一目でわかるようあらかじめ書

き込んだものです。これをそろばんの隣におい

て補助としながら，より大きな数を処理してい

くというやり方です。付録は紛失しないよう糸

で本体に結んでまとめられており，序文からは
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この方法を編み出した著者の自負がみてとれま

す。もっとも，実際どれほど有効で試す人がい

たものかはわかりません。

（３）算額（さんがく）

算額とは，和算の問題や答え，解き方などを

絵馬（木製の額）に書いて寺社に奉納したもの

です。

奉納の目的は，その問題が解けたことを神仏

に感謝しつつ，自分が解いた内容を広く世間に

知らせるということにあったようです。

今回の展示では，仙台市歴史民俗資料館から

お借りした明治期の現物のほかに，本学所蔵の

算額集『神壁算法（しんぺきさんぽう）』を展

示しました。

（きくち・よしなお）

（注）

（１）平山文庫については『木這子』vol.33（1）

（2008）参照。

（２）本学所蔵の『塵劫記』については米澤誠

「連載 和算資料の電子化（2）：塵劫記の

謎」（『木這子』vol.28（3），p.1，2003）参照。

（３）継子立ての本来の遊び方は本誌前号参照。
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職員総合研修会 開催報告

総務課情報企画係

平成21年１月22日（木）および30日（金）の
２回にわたり，図書館組織や利用者サービスの
あり方についての理解を深めることを目的と
し，職員総合研修会を実施いたしました。
１月22日は「大学図書館の組織再編につい

て」をテーマに，立教大学図書館事務部長・牛
崎進氏，広島大学図書館副館長・石井道悦氏よ
りご講演いただきました。先進的な組織改編に
携わってきた両講師より，社会環境の変化や利
用者サービス拡充の要望，あるいは大学の経営
戦略に適切に対応していくための，効率的・効
果的な図書館組織や業務のあり方について紹介
がありました。
１月30日は「学生サービスと教育支援につい
て」をテーマに，三重大学高等教育創造開発セ
ンター准教授・長澤多代氏，鶴見大学図書館参
事補・長谷川豊祐氏よりご講演いただきました。
学生サービスや教育支援を研究・実践している
両講師より，継続的で高度な学生サービスを実
施するための，教員との連携の必要性や図書館
の体制作りについて具体的な紹介がありました。
参加者は学内外の図書系職員を中心に両日で
計85名となり，大学図書館の今後を考えるため
の有益な機会となりました。

■平成20年度 東北大学附属図書館職員総合研
修会 開催内容
開催内容（１）
・テーマ：大学図書館の組織改編について
・日 時：平成21年１月22日（木）13：30～16：30
・内 容：
講演①「立教大学図書館の将来計画と組織改組」
（講師：立教大学図書館事務部長 牛崎進氏）
講演②「国立大学図書館の組織再編－いくつか

の事例から」
（講師：広島大学図書館副館長 石井道悦氏）
開催内容（２）
・テーマ：学生サービスと教育支援について
・日 時：平成21年１月30日（金）13：30～16：30
・内 容：
講演①「教育の質的保証に寄与する大学図書館

による教員へのアプローチ」
（講師：三重大学高等教育創造開発センター

准教授 長澤多代氏）
講演②「図書館におけるサービス領域の拡大：

学生サービスと教育支援」
（講師：鶴見大学図書館参事補

長谷川豊祐氏）

牛崎進氏 石井道悦氏

長澤多代氏 長谷川豊祐氏
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本館耐震改修工事について

情報サービス課 閲覧第一係

平成20年８月から開始した附属図書館本館

（川内キャンパス）の耐震改修工事は，平成21

年２月に終了しました。夏季の臨時休館をはじ

めとして，長期にわたり，埃・騒音等の発生に

より利用者の皆様に大変ご迷惑をおかけしたこ

とを，改めてお詫びいたします。

また，皆様の多大なご理解とご協力のもと，

予定していた工事を無事終了できましたことを

ここにご報告いたします。

工事を行った箇所は以下の図のとおりです。

附属図書館は，今後もさらに安全で快適な学

習・研究環境を提供できるよう努めてまいりま

す。

東北大学附属図書館本館 耐震改修工事の概要

■：工事完了（既存の柱と壁の補強工事を行いました。）
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「ものがたり 東北大学の至宝」発行の紹介

情報サービス課 閲覧第二係長 沼 田 幸 子

東北大学では，一昨年，本学創立100周年記

念事業として「東北大学の至宝」展を開催しま

した。（本誌32巻３号 参照）

この展示会において関係資料に通暁した学内

の教員が中心となって，公開展示したコレクシ

ョンが本学の歴史とどのように関わりつつ形成

されたかを記録として残すことになり，このほ

ど「ものがたり 東北大学の至宝」（東北大学

出版会刊）を刊行しました。

一世紀にわたる東北大学の知の創造から蓄積

された宝を次の世代に渡すためのマニュアルと

もなる本です。カラー写真で掲載されていて見

やすく，関連するコラム欄は面白いものが多く，

高校生や一般の人にも興味を持って読めるよう

な本に仕上がっています。全11章の構成で，巻

末に図書館をはじめ学内公開施設の紹介が載っ

ています。

本学が，大学の至宝を紹介する大規模な展示

会をどのように中心になって進めていったか

が，エピソードや統計を含めて紹介されていま

す。

図書は東北大学生協及び一般書店で販売して

いますので，ぜひ，“知の迷宮”に眠る，珠玉

の宝を探してみてください。国宝『史記』，ア

ンモナイト化石，チベット仏教資料，植物・鉱

物標本，狩野文庫など東北大学が世界に誇る，

古今東西100年のコレクションをめぐる物語で

す。

《目 次》

第１章 東北大学の原風景－大学のアーカイブ

ズから

第２章 狩野文庫－日本文化研究の軌跡

第３章 わが図書館は日本の敦煌－宝島それと

も夢の島

第４章 奥羽史料調査部－地域史研究の先駆

第５章 チベット－河口慧海と多田等観請来品

の世界

第６章 赤レンガ書庫の至宝－縄文の華亀ヶ岡

文化の工芸品

第７章 北上山地はアンモナイトの宝庫－東北

大学のアンモナイト研究100年

第８章 古生物学・医学の系譜－創生期の理科

大学・医科大学

第９章 金属学・鉱物学コレクション－科学の

進歩を観る

第10章 植物標本庫

第11章 百周年記念展示－コレクションと人を

結ぶ図書館の試み

巻 末 東北大学の文化勲章受章者

東北大学の公開施設

〈参考 URL〉

東北大学附属図書館

ht tp : / /www. l ib ra ry . tohoku .ac . jp /pub /

monogatari/monogatari.html

東北大学出版会

http://www.tups.jp/book/book.php?id=188

（「ものがたり 東北大学の至宝」編集委員会

事務局）

（ぬまた・ゆきこ）
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附 属 図 書 館 の 概 況

この概況は毎年実施される大学図書館実態調査のうち主な項目をとりまとめたものである。

表１は平成１6年度～平成１9年度の概況，表２は平成１9年度部局別のものである。

表 １

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

和 1,769,031 1,805,460 1,839,042 1,868,864

蔵 書 洋 1,844,161 1,866,550 1,887,686 1,902,098

計 3,613,192 3,672,010 3,726,728 3,770,962

和 34,157 35,023 32,672 36,808

所 蔵 雑 誌 数 洋 37,873 38,698 39,613 37,240

計 72,030 73,721 72,285 74,048

和 36,907 36,622 33,555 37,843

年 間 受 入 数 洋 23,418 22,553 21,257 19,613

計 60,325 59,175 54,812 57,456

和 11,396 11,181 9,281 10,253

年 間 雑 誌 受 入 数 洋 7,072 7,069 7,869 6,746

計 18,468 18,250 17,150 16,999

学 生 17,716 18,552 18,441 18,436

サービス
対象者数

教 員 2,026 2,643 2,675 3,426

計 19,742 21,195 21,116 21,862

蔵書数（冊） 183.0 173.2 176.4 172.4
一人当り
サービス
対 象

年間受入冊数（冊） 3.0 2.8 2.6 2.6

図書館資料費（千円） 43.8 43 46 48.1

総 数 126 133 129 134

図 書 館
職 員 数

専 任 62 65 62 63

臨 時 64 68 67 71

図書館職員１人当り奉仕対象者数 156.6 159.3 163.6 163.1

図書館資料費（千円） 905,901 913,173 969,699 1,053,617
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会 議

◎学 内
21. 1.19 平成20年度第７回附属図書館運営会議
・協議事項
１）第二期中期目標・中期計画について
２）３館構想及び事務一元化について
３）事務職員（図書系）の人事配置・異動等
について
４）その他
・報告事項
１）北村副学長との面談について
２）附属図書館本館耐震改修工事について
３）百周年記念刊行物について
４）Scopusについて
５）ライデン大学での展示について
６）その他

21. 3.12 平成20年度第８回附属図書館運営会議
・協議事項
１）第二期中期目標・中期計画について
２）平成21年度計画（案）の確認について
３）附属図書館21年度計画について
４）３館構想及び事務一元化について
５）事務職員（図書系）の人事配置・異動等
について
６）附属図書館本館利用規則等改正について
７）附属図書館本館の利用時間延長について
８）キャンパス間資料搬送サービス経費負担
案について
９）学生用図書の整備について
10）Scopusについて
11）平成21年度全学的基盤経費について
12）平成21年度総長裁量経費について
13）平成22年度概算要求事項について
14）その他
・報告事項
１）平成20年度第２回学術情報戦略会議につ
いて
２）平成20年度第３回学術情報整備検討委員
会について
３）調査研究室について
４）附属図書館本館耐震改修工事について
５）校友会会員の図書館利用について
６）その他
・電子ジャーナル等の利用について

21. 1.26 平成20年度第４回附属図書館商議会
・協議事項
１）第二期中期目標・中期計画について
２）３館構想及び事務一元化について
３）事務職員（図書系）の人事配置・異動等
について

４）その他
・報告事項
１）附属図書館本館耐震改修工事について
２）Scopusについて
３）ライデン大学での展示について
４）その他
・東北大学機関リポジトリ TOURへの学
位論文の登録について

21. 3.19 平成20年度第５回附属図書館商議会
・協議事項
１）第二期中期目標・中期計画について
２）平成21年度計画（案）の確認について
３）３館構想及び事務一元化について
４）附属図書館本館利用規則等改正について
５）附属図書館本館の利用時間延長について
６）キャンパス間資料搬送サービス経費負担
案について

７）学生用図書の整備について
８）Scopusについて
９）平成21年度全学的基盤経費について
10）平成21年度総長裁量経費について
11）平成22年度概算要求事項について
12）その他

・報告事項
１）平成20年度第２回学術情報戦略会議につ
いて

２）平成20年度第３回学術情報整備検討委員
会について

３）調査研究室について
４）附属図書館本館耐震改修工事について
５）校友会会員の図書館利用について
６）その他
・電子ジャーナル等の利用について
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人 事 異 動
平成21年３月31日現在

発令年月日 旧 職氏 名新 職 備 考

21. 1. 1 医学分館事務長 高 橋 信 野 総務課課長補佐 昇 任

〃 情報管理課専門職員 田 中 朱 美 情報管理課図書情報係長 配置換

〃 情報管理課図書情報係長 渡 邊 愛 子 情報サービス課参考調査係 昇 任

〃 工学分館管理係長 真 籠 元 子 金属材料研究所総務課図書係長 配置換

〃 金属材料研究所総務課図書係長 勝 本 加奈子 工学分館整理・運用係 昇 任

3.25 鈴 木 基 恵 事務補佐員（情報管理課図書情報係） 辞 職

3.31 北 村 明 久 附属図書館事務部長 定 年

〃 嶺 岸 文 男 情報管理課受入係長 〃

〃 佐 藤 優美子 経済学部・経済学研究科図書室 〃

〃 阿 部 ユ カ 医学分館整理係 任期満了

〃 菊 地 裕 子 工学分館管理係 〃

〃 藤 野 曜 子 工学分館整理・運用係 〃

〃 早 坂 幸 子 電気通信研究所総務課図書係 〃



－ 32 －

東北大学附属図書館

編 集 後 記

「年末は誰にでも等しく訪れるが年度末はそ

うではない」と冗談半分に言われたことがあり

ます。この号が発行される３月は，年度内に行

わなければならない仕事や新年度の準備で，大

学に籍を置く方の多くが多忙なのではないでし

ょうか。

図書館も開館時間を延長するための準備を行

ったり，ホームページが改定されたり，異動に

よりスタッフが変更になったりと忙しくしてお

りますが，新年度からまた新しい体制でスター

トいたします。今後も様々なことを発信する図

書館報「木這子」でありたいと思いますので，

新年度もよろしくお願い申し上げます。

東北大学附属図書館報「木這子」 第33巻第４号（通巻125号）発行日 平成21年3月31日

発 行 人 北村 明久 広報委員会委員長 加藤 信哉

発 行 所 東北大学附属図書館 〒980－8576 仙台市青葉区川内27－1 電話 022－795－5911, FAX 022－795－5909
URL http://www.library.tohoku.ac.jp/
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